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お知らせ 

 

 

記者発表資料 

配 布 日 時       

平成２９年１２月１１日 

１４：００配付 

今年度創設された「i-Construction 大賞」 

初の受賞者に中国地方の工事が選ばれました！ 

～～「「国国土土交交通通大大臣臣賞賞」」及及びび「「優優秀秀賞賞」」にに決決定定～～  

  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受賞工事に関する問い合わせ先＞  

【道路・河川分野の工事について】０８２－２２１－９２３１（代表）[平日・昼間]

  中国地方整備局 企画部 技術管理課長   貞任
さだとう

 俊典
としふみ

   （内線３３１１）

【港湾分野の工事について】  ０８２－５１１－３９００（代表）[平日・昼間]

  中国地方整備局 港湾空港部 

港湾空港整備・補償課長  安達
あ だ ち

 崇
たかし

  （内線 １９０）

※「i-Construction 大賞」に関する問い合わせは、別添「国土交通省Press Relea

se」に記載の問い合わせ先へご連絡下さい。 

【広報担当窓口】       ０８２－２２１－９２３１（代表）[平日・昼間]

  中国地方整備局 広報広聴対策官       坂屋
さ か や

 政之
まさゆき

  （内線２１１７）

企画部 環境調整官    足立
あ だ ち

  司
つかさ

  （内線３１１４）

 

国土交通省では、建設現場の生産性向上に係る優れた取組を表彰する

ため、今年度「i-Construction 大賞」を創設し、初めての受賞者とな

る１２団体（国土交通大臣賞２団体、優秀賞１０団体）を決定しました。
 

中国地方の受賞者は、中国地方整備局発注工事を実施した２団体（Ｊ

Ｖ含む）で、「国土交通大臣賞」及び「優秀賞」に選ばれました。 
 

詳細については、別添「国土交通省 Press Release」をご覧下さい。

 
※「i-Construction 大賞」とは建設現場の生産性向上（以下「i-Construction」という。）

に係る優れた取組を表彰し、ベストプラクティスとして広く紹介することにより、

i-Construction に係る取組を推進することを目的に今年度、創設されたものです。 

※表彰対象は、平成２８年度に完成した直轄工事を実施した団体で、i-Construction 大賞選

考委員会の審査により、１２団体の受賞者が決定されました。 

 





 

 平成 29 年 12 月 11 日 
大 臣 官 房 技 術 調 査 課 

大臣官房公共事業調査室 

 
  
今年度創設した「i-Construction 大賞」の初の受賞者を決定しました！ 

～ベストプラクティスの水平展開に向けて～ 
 

 
 
 
 

 
１．「i-Construction 大賞」とは 

建設現場の生産性向上（以下「i-Construction」という。）に係る優れた取組を

表彰し、ベストプラクティスとして広く紹介することにより、i-Construction に

係る取組を推進することを目的に今年度、創設したものです。 
 
２．表彰対象・審査 

平成 28 年度に完成した直轄工事を実施した団体を対象とし、i-Construction 大

賞選考委員会において、１２団体を受賞者（別紙のとおり）に決定しました。 
 
３．今後の予定と取組について 

後日、授与式を開催する予定です。詳細が決まり次第、お知らせします。 
今後は昨今の取組の広がりを踏まえ、地方公共団体発注工事や民間企業の独自

の取組も表彰対象とし、官民問わず優れた取組の全国的な普及・展開を推進して

いく予定です。 
 

問い合わせ先 

（道路・河川分野の工事について） 

大臣官房技術調査課 竹下、内山 

TEL：03-5253-8111（内線 22353、22355）、03-5253-8221（直通）、FAX：03-5253-1536 

（港湾分野の工事について） 

大臣官房公共事業調査室 塩田、中村 

TEL：03-5253-8111（内線 24291、24297）、03-5253-8258（直通）、FAX：03-5253-1560 

 

国土交通省は、建設現場の生産性向上に係る優れた取組を表彰するため、今年度「i-

Construction 大賞」を創設し、初めての受賞者となる計１２団体（国土交通大臣賞 

 2 団体、優秀賞 10 団体）を決定しました。 
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別紙

NO 表彰の種類 分野 業者名 工事名 工事担当
地整

1 国土交通大臣賞 道路 株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

　砂子
す な ご

組
ぐ み

道央
どうおう

圏
けん

連絡
れんらく

道路
ど う ろ

　千歳市
ち と せ し

　泉郷
いずみさと

改良
かいりょう

工事
こ う じ 北海道

2 国土交通大臣賞 道路 カナツ技建
ぎ け ん

工業
こうぎょう

　株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

多伎
た き

朝山
あさやま

道路
ど う ろ

小田
お だ

地区
ち く

改良
かいりょう

第
だい

１２工事
こ う じ 中国

3 優秀賞 河川 株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

　小山
お や ま

建設
け ん せ つ

北上川
き た か み が わ

上
じょう

流
りゅう

曲田
ま が た

地区
ち く

築堤
ち く て い

盛
も り

土
ど

工事
こ う じ

東北

4 優秀賞 河川 金杉
か な す ぎ

建設
け ん せ つ

　株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

Ｈ２７荒川
あらかわ

西区
に し く

川越線
かわごえせん

下流
かりゅう

下
しも

築堤
ちくてい

工事
こ う じ 関東

5 優秀賞 河川 会津
あ い づ

土建
ど け ん

　株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

宮古
み や こ

弱小
じゃくしょう

堤防
て い ぼ う

対策
た い さ く

工事
こ う じ

北陸

6 優秀賞 道路 株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

　新井
あ ら い

組
ぐ み

平成
へいせい

２７年
ねん

中部
ちゅうぶ

縦貫
じゅうかん

丹生川
に ゅ う か わ

西部
せ い ぶ

地区
ち く

道路
ど う ろ

建設
けんせつ

工事
こ う じ 中部

7 優秀賞 道路 中
な か

林
ばやし

建設
け ん せ つ

　株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

第
だい

二
に

阪
はん

和
わ

国道
こくどう

大谷
おおたに

地区
ち く

道路
ど う ろ

整備
せ い び

工事
こ う じ 近畿

8 優秀賞 港湾 五洋
ご よ う

・井森
い も り

特定
と く て い

建設
け ん せ つ

工事
こ う じ

共同
きょうどう

企業体
き ぎ ょ う た い

徳山
とくやま

下松
くだまつ

港
こう

新
しん

南陽
なんよう

地区
ち く

航路
こ う ろ

（－１２ｍ）浚渫
しゅんせつ

工事
こ う じ 中国

9 優秀賞 河川 株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

　福井
ふ く い

組
ぐ み

Ｈ２７－２８　川島
かわしま

漏水
ろうすい

対策
たいさく

工事
こ う じ 四国

10 優秀賞 港湾 若築
わ か ち く

・あおみ特定
と く て い

建設
け ん せ つ

工事
こ う じ

共同
きょうどう

企業体
き ぎ ょ う た い

須崎
す さ き

港湾
こうわん

地区
ち く

防波堤
ぼ う は て い

築造
ちくぞう

工事
こ う じ 四国

11 優秀賞 河川 株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

　野添
の ぞ え

土木
ど ぼ く

長谷川
は せ が わ

４号
ご う

床
と こ

固
かため

工
こ う

・右岸
う が ん

導
ど う

流
りゅう

堤
て い

工事
こ う じ

九州

12 優秀賞 道路 株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

　丸
ま る

政
ま さ

工務店
こ う む て ん

平成
へいせい

２８年度
ね ん ど

恩納
お ん な

南
みなみ

ＢＰ１工区
こ う く

改良
かいりょう

（その１３）工事
こ う じ 沖縄

平成２９年度　「i-Construction大賞」受賞案件
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

i-Construction大賞工事概要

ma040
テキストボックス
中国地方整備局関係工事のみ添付



2.カナツ技建工業（株） 多伎朝山道路小田地区改良第１２工事

推薦整備局等 中国地方整備局

推 薦 事 務 所 松江国道事務所

工 期 平成28年3月18日～
平成29年2月28日

施 工 場 所 島根県出雲市多伎町小田地内

請 負 代 金 額 484,920千円

業 者 名 カナツ技建工業株式会社

工事延長 L=600m
路体盛土V=140,600m3、土質改良V=100,600 m3、埋土
V=880m3、法面整形工1式、封じ込め対策工
V=12,800m3、法面工1式、擁壁工1式、石・ブロック積
(張)工1式、カルバートエ1式、排水構造物工1式、道路
付属施設工1式、構造物撤去工1式、仮設工1式

○3次元設計・施工データの作成・活用を元請自らが主体的に実施するとともに、地元の測量設計機
械土工業者、地域の測量機器取扱業者、専門企業であるソフトメーカーで編成するプロジェクト
チームを設置するなど、地元業界のＩＣＴ活用技術力向上や地域のＩＣＴ活用普及に寄与。

○地方自治体、地元企業を招いた勉強会、地域住民への見学会、若手技術者研修や女性技術者向
け講習会など、地域のＩＣＴ活用普及とＩＣＴ技術者・担い手育成に積極的に取り組み、ＩＣＴ活用によ
る現場の魅力アップに貢献

○3次元設計・施工データの作成・活用を元請自らが主体的に実施するとともに、地元の測量設計機
械土工業者、地域の測量機器取扱業者、専門企業であるソフトメーカーで編成するプロジェクト
チームを設置するなど、地元業界のＩＣＴ活用技術力向上や地域のＩＣＴ活用普及に寄与。

○地方自治体、地元企業を招いた勉強会、地域住民への見学会、若手技術者研修や女性技術者向
け講習会など、地域のＩＣＴ活用普及とＩＣＴ技術者・担い手育成に積極的に取り組み、ＩＣＴ活用によ
る現場の魅力アップに貢献

【工事概要】
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プロジェクトチーム“ｉ－Ｃｏｎ ｅｔｃ隊”

○ＩＣＴ活用普及で現場の魅力を向上

女性技術者向け
講習会

若手技術者向け研修

地域住民見学会

元請自ら３次元設計データを作成

○地元企業中心の体制で地元
業界のＩＣＴ活用技術力を向上

自治体・企業勉強会

（アイコン エトセトラ）



8.五洋・井森特定建設共同企業体 徳山下松港新南陽地区航路（-12m）浚渫工事

推薦整備局等 中国地方整備局

推 薦 事 務 所 宇部港湾・空港整備事務所

工 期 平成28年5月26日～
平成28年10月20日

施 工 場 所 徳山下松港

請 負 代 金 額 940,731千円

業 者 名 五洋・井森特定建設工事共同企業体

○一度に広範囲かつ高精度な測深ができるマルチビームによる測量を採用し、測量の効率化を図
るとともに、マルチビームによる3次元データの活用と併せて浚渫作業時のバケット位置及び掘り
跡をリアルタイムに表示する施工管理システムを導入することで、水中での施工状況をより『見え
る化』して作業精度の向上、掘り直しの低減を図り、浚渫工の作業効率を向上した。

○本工事で施工業者が自主的に行ったマルチビームを活用した浚渫のデータ提供が、平成28年度
に策定された「ICT浚渫工」の技術基準におけるデータの取得点密度の規定などに反映されており、
「ICT浚渫工」に活かされた。

○一度に広範囲かつ高精度な測深ができるマルチビームによる測量を採用し、測量の効率化を図
るとともに、マルチビームによる3次元データの活用と併せて浚渫作業時のバケット位置及び掘り
跡をリアルタイムに表示する施工管理システムを導入することで、水中での施工状況をより『見え
る化』して作業精度の向上、掘り直しの低減を図り、浚渫工の作業効率を向上した。

○本工事で施工業者が自主的に行ったマルチビームを活用した浚渫のデータ提供が、平成28年度
に策定された「ICT浚渫工」の技術基準におけるデータの取得点密度の規定などに反映されており、
「ICT浚渫工」に活かされた。

本工事は、徳山下松港新南陽地区航路(-12m)の浚渫
工(約174千㎡)及び土捨工(約174千㎡)を施工するもの
である。

【工事概要】
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